







（CLIP）の分析，および院内症例検討会（院内 M ＆ M）の事例を紹介するとともに，医療
安全のあり方，医療安全推進室の役割について検討した．
方法：2012 年１月から 2016 年 11 月までの CLIP のデータベースより，以下の項目を抽出，
検討した．全報告件数，リスクレベル毎の件数，表題別，職種別，該当診療科別，患
者年齢別．また院内 M ＆ M の症例および対応方法を示した．
結果：CLIP の報告件数は年間 3000 件ほどで，おおよそ 600 件に１件の割合で重大事故が発
生していた．表題では薬剤関連がもっとも多く，職種別では看護師が全体の 90％で






























1999 年 横浜市大　患者取り違え事件 医療者６名の起訴
1999 年 都立広尾病院　静脈内誤投与事件 医師法 21 条による届け出違反を問われた
1999 年 杏林大学病院　割り箸死事件 医師の過失なし
2001 年 東京女子医大　人工心肺事件 医師は起訴されるも無罪








































































































































2012 2013 2014 2015 2016
０ 111 104 120 88 100 523
１ 1127 1067 928 754 592 4468
２ 811 980 1050 1126 1009 4976
３a 224 212 460 823 700 2419
３b 76 57 59 61 42 295
４a 0 0 1 1 0 2
４b 3 2 4 2 4 15
５ 0 0 1 2 1 4
その他 61 50 55 65 63 294
記入なし 9 13 4 7 108 141





































































2012 2013 2014 2015 2016
薬剤 721 786 835 890 771 4003 30.5%
輸血 24 29 23 15 5 96 0.7%
治療・処置 166 128 177 170 157 798 6.1%
医療機器 59 76 50 67 56 308 2.3%
ドレーン・チューブ 527 511 537 693 578 2846 21.7%
検査 147 159 154 154 161 775 5.9%
療養上の世話 534 557 640 611 596 2938 22.4%
その他 244 239 266 329 295 1373 10.5%





2012 2013 2014 2015 2016
医師 120 97 75 81 80 453 3.4%
看護師（助産、助手含む） 2133 2234 2413 2631 2534 11945 90.9%
薬剤師 29 29 39 47 32 176 1.3%
臨床検査技師 13 12 10 17 22 74 0.6%
放射線技師 18 15 15 15 20 83 0.6%
管理栄養士（調理師含む） 8 8 8 11 4 39 0.3%
リハ（３職種計） 21 19 34 30 30 134 1.0%
臨床工学技士 9 12 27 28 26 102 0.8%
事務系 37 31 45 51 34 198 1.5%















は 60 歳以上で増加している．65 歳以上の入院






























































































2012 2013 2014 2015 2016
血液内科 133 181 110 135 100 659 5.0%
腎臓内科 24 20 20 32 40 136 1.0%
内分泌代謝科 24 40 63 67 70 264 2.0%
消化器科 279 321 426 349 282 1657 12.6%
循環器科 181 213 175 291 339 1199 9.1%
神経内科 21 28 21 29 60 159 1.2%
呼吸器科 170 136 128 176 205 815 6.2%
小児科 93 158 190 168 153 762 5.8%
消化器・小児外科 201 152 216 239 118 926 7.0%
胸部・乳腺外科 36 32 26 47 41 182 1.4%
脳神経外科 173 169 173 193 195 903 6.9%
化学療法科 0 0 0 0 0 0 0.0%
心臓血管外科 165 181 238 218 165 967 7.4%
整形外科 213 185 201 269 198 1066 8.1%
皮膚科 16 25 36 47 42 166 1.3%
泌尿器科 154 200 248 207 217 1026 7.8%
腎不全外科 0 1 5 4 4 14 0.1%
産婦人科 124 103 76 91 109 503 3.8%
眼科 31 14 9 14 9 77 0.6%
耳鼻咽喉科 29 27 29 45 25 155 1.2%
放射線科 1 1 1 4 3 10 0.1%
麻酔科 6 10 6 8 13 43 0.3%
リハビリテーション科 0 0 0 0 0 0 0.0%
歯科口腔外科 0 7 3 6 4 20 0.2%
健診科 3 1 0 3 5 12 0.1%
透析科 10 21 32 44 15 122 0.9%
精神科 0 0 0 0 0 0 0.0%
病理 0 0 0 0 0 0 0.0%
（記入なし） 335 259 250 243 207 1294 9.9%



















１ 内科系 【呼吸器科】　COPD 急性増悪（56 歳　男性）
２ 外科系 【整形外科】　レックリングハウゼン，側弯症手術後，出血性ショック（19 歳　女性） ＃
３ 救急系 【消化器外科，整形外科】　大腿骨骨折後，NOMI，敗血症（88 歳　女性）
第２回
４ 内科系 【血液内科】　HIV 患者，HIV 脳症，日和見感染（46 歳　男性）
５ 外科系 【皮膚科】　糖尿病性壊疽，下肢切断後，敗血症（74 歳　男性）
第３回
６ 内科系 【消化器科】　KRAS 遺伝子野生型結腸癌（64 歳　男性）
７ 外科系 【心臓血管外科】　破裂性腹部大動脈瘤（61 歳　男性）
８ 救急系 【救急科】　アルコール性肝硬変の急性増悪（68 歳　男性）
第４回
９ 内科系 【循環器科】　うっ血性心不全（87 歳　女性）
10 外科系 【心臓血管外科】　大動脈弁置換術後（73 歳　男性）
11 救急系 【循環器科】　下肢閉塞性動脈硬化症（86 歳　男性）
第５回
12 内科系 【消化器科】　膵頭部癌，クエチアピン投与後の死亡（75 歳　女性）
13 外科系 【整形外科】　大腿骨頸部骨折，急性肺塞栓の疑い（88 歳　女性） ＃
14 救急系 【脳神経外科】　脳動静脈奇形破裂による脳出血の疑い（36 歳　男性）
第６回
15 内科系 【消化器科】　予期せぬ心停止，感染性動脈瘤破裂（87 歳　女性）
16 外科系 【心臓血管外科】　術後の予期せぬ心停止，胸部大動脈瘤再破裂の疑い（83 歳　男性）
17 救急系 【救急科】　救急外来受診・帰宅後の心停止，骨盤内動脈性出血の疑い（92 歳　女性） ＊
第７回
18 内科系 【神経内科】　パーキンソン病に伴う脱水，栄養障害による死亡（80 歳　男性）
19 外科系 【泌尿器科】　末期腎不全に伴う誤嚥性肺炎の急性増悪による死亡（77 歳　男性）






23 救急系 【泌尿器科】　縦隔気腫の疑いで入院，６時間後急死（40 歳　男性） ＃
第９回
24 内科系 【呼吸器科】　咳，間質性肺炎（69 歳　女性）
25 外科系 【心臓血管外科】　AS・CKD・赤芽球ろうあり，大動脈弁置換術後（79 歳　男性）
















































































は 9967 件，レベル３a は 2419 件，３b は 295 件，






































倒・転落件数は 2014 年の 558 件から，2015 年に
は 536 件に低下した．







































の分析，および院内 M ＆ M の効用について検証
し，以下の結果が得られた．























































2017 年１月 12 日］
３） 医療事故情報収集等事業　平成 27 年年報，公益社
団法人　日本医療機能評価機構：p85，p90，2016.
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